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ホ
ー
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九
州
山
地
の
神
楽
保
存
会
が
豪
華
共
演
す
る
「
九
州
山
地
神
楽
祭
り
」

が
１
月
26
日
、
蘇
陽
総
合
支
所
営
農
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
「
仁
瀬
本
神
社
神
楽
」
（
二
瀬
本
）
、
「
白
石
神
楽
」
（
白

石
）
の
町
内
２
団
体
、
そ
し
て
「
中
江
岩
戸
神
楽
」
（
阿
蘇
市
波
野
）
、

「
鞍
岡
祇
園
神
楽
」
（
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
）
、
「
高
千
穂
の
夜
神
楽
」

（
宮
崎
県
高
千
穂
町
）
が
出
演
。
そ
れ
ぞ
れ
約
40
分
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
次
々
と
披
露
し
ま
し
た
。
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
厳
格
な
雰
囲

気
の
舞
が
次
々
と
舞
台
で
演
じ
ら
れ
、
詰
め
か
け
た
神
楽
フ
ァ
ン
を
喜
ば

せ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
、
「
大
阿
蘇
蘇
陽
太
鼓
喜
楽
」
。
結
成

10
周
年
を
迎
え
た
今
年
の
演
奏
も
迫
力
の
一
言
。
「
喜
楽
」
は
午
後
の
部

に
も
登
場
。
「
太
鼓
神
降
臨
」
な
ど
３
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

甲
斐
町
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
い

て
、
最
初
に
舞
い
を
披
露
し
た
の
は
山
都
町
の
二
瀬
本
地
区
に
伝
わ
る

「
仁
瀬
本
神
社
神
楽
」
。
演
目
は
「
五
穀
（
ご
こ
く
）
」
。
盆
の
上
に
五

穀
（
米
、
麦
、
粟
、
豆
、
黍
）
を
乗
せ
て
、
五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
い

で
す
。
舞
い
の
終
盤
、
４
人
の
舞
い
手
が
観
客
席
に
向
け
、
五
穀
に
見
立

て
た
ア
メ
や
チ
ョ
コ
な
ど
を
投
げ
入
れ
、
大
き
な
歓
声
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
登
場
し
た
の
は
、
同
じ
く
山
都
町
の
白
石
地
区
に
伝
わ
る
「
白

石
神
楽
」
。
演
目
は
「
場
神
楽
」
と
「
花
神
楽
」
。
「
場
神
楽
」
に
は
、

か
わ
い
い
舞
い
手
が
登
場
。
佐
藤
成
慈
く
ん
と
久
枝
咲
二
朗
く
ん
で
す
。

11
月
に
行
わ
れ
た
、
白
石
お
天
道
さ
ん
神
楽
ま
つ
り
で
初
舞
台
を
踏
ん
だ

２
人
は
、
今
回
も
息
の
合
っ
た
舞
い
を
披
露
し
、
立
派
に
つ
と
め
あ
げ
ま

し
た
。
二
人
は
最
後
に
観
客
席
に
降
り
て
、
観
客
に
餅
な
ど
を
配
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
家
ゆ
か
り
の
京
都
文
化
の
影
響
が
残
る
「
鞍
岡
祇
園
神

楽
」
、
国
の
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
大
き
な
太
鼓
の
音

と
迫
力
の
舞
を
披
露
し
た
「
中
江
岩
戸
神
楽
」
、
同
じ
く
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
「
高
千
穂
の
夜
神
楽
」
が
次
々
と
舞

台
に
登
場
し
ま
し
た
。
「
高
千
穂
の
夜
神
楽
」
の
「
山
森
」
と
い
う
演
目

で
は
、
山
の
神
イ
ノ
シ
シ
２
頭
が
会
場
に
現
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ノ
シ
シ

に
頭
を
噛
ま
れ
る
と
縁
起
が
良
い
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
観
客
は
賽
銭

や
お
菓
子
な
ど
を
イ
ノ
シ
シ
の
口
に
入
れ
た
あ
と
、
次
々
と
頭
を
噛
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
県
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
を
超
え
る
神
楽
フ
ァ
ン
が
集
ま

り
、
独
特
の
笛
と
太
鼓
の
演
奏
に
あ
わ
せ
た
神
々
し
い
舞
い
に
、
盛
ん
に

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
で
は
、
地
元
食
材
を
使
っ
た

お
弁
当
、
地
元
野
菜
な
ど
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①鞍岡祇園神楽（宮崎県五ヶ瀬町）②高千穂の夜神楽（宮崎県高千穂町）
③中江岩戸神楽（阿蘇市波野）④「大阿蘇蘇陽太鼓喜楽」迫力の演奏
⑤白石神楽のかわいい舞い手。佐藤成慈くん（左）と久枝咲二朗くん（右）

②① ③

④

⑤

仁瀬本神社神楽「五穀」

白石神楽「花神楽」
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